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今
月
の
優
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雅
　
田
島
由
美
子　

無
理
の
な
い
変
体
仮
名
を
使
い
、

沈
着
な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
巧
み
な
運
筆
で
、
情
感

豊
か
に
纏
め
上
げ
た
格
調
高
い
模
範
作
。

�

評　

荒
谷
由
美
子　

佐世　松田しのぶ　紙面の横幅を最大限に使っ
て字間をゆったりと取り、線質も鋭くどの項目
も大変読み易くなっている。垢抜けした掲示文
である。� 評　森　　嶺雲　

狭山　山㟢　智子　確かな筆致と流れるリズム
が心地よい。気脈の一貫した美しさが見る者を
魅了する。� 評　江口　春陽　

10月提出競書作品の写真版作品は、
10月22日よりホームページに掲載されます。

今月の模範作品
規
　
定
　
課
　
題

筆ペン

ボールペン つけペン

随　意　課　題

湘
花
　
阿
部
の
り
こ　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
で
行
の
絡
み
合
い

よ
く
、
原
帖
を
忠
実
に
表
現
し
た
逸
品
。
行
間
の
取
り
方
、
行

の
流
れ
が
素
晴
ら
し
い
。�

評　

福
原　

溪
春　
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今
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今月の秀逸作品 ── 規定課題・随意課題 ──
（　）内は選評執筆者です。

香
桜
　
藤
原
　
由
恵　

手
本
を
よ
く
観
察
し
、
柔

ら
か
く
伸
び
や
か
な
線
質
が
大
ら
か
で
、
安
定
感

に
富
ん
だ
秀
逸
作
。�
（
荒
谷
由
美
子
）

仙
水
　
筋
野
　
仁
香　

力
量
あ
る
書
線
、
優
雅

な
書
き
ぶ
り
。
こ
れ
ま
で
の
鍛
錬
が
発
揮
さ
れ

た
見
事
な
秀
逸
作
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

白
鳥
　
日
下
部
彩
香　

ペ
ン
先
を
意
識
し
て
書
い
て

い
る
の
が
良
く
解
る
。
名
前
ま
で
気
を
緩
め
る
こ
と

な
く
書
け
た
秀
逸
作
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

瑛
春
　
小
里
惠
美
子　

つ
け
ペ
ン
に
よ
る
遅
速
の

変
化
と
運
筆
に
連
動
し
た
線
質
が
美
し
く
、
見
応

え
充
分
の
秀
逸
作
。�

（
荒
谷
由
美
子
）

湘
花
　
阿
部
　
廉
華　

筆
勢
あ
ふ
れ
る
力
強
い
線

と
、
気
品
あ
る
整
斉
な
結
体
に
感
動
し
た
。
名
前

ま
で
見
事
。 �

（
黒
河
内
月
倫
）

久
我
　
二
宮
佐
和
子　

文
字
数
の
多
い
掲
示
文
を

紙
面
内
に
上
手
く
ま
と
め
た
。
全
て
の
文
字
が
丁

寧
で
人
柄
が
伝
わ
る
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

群
青
　
小
林
留
美
子　

行
間
、

字
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
字

の
大
き
さ
も
適
切
で
大
変
読
み

や
す
い
葉
書
で
す
。
表
書
き
も

秀
逸
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

ＲＴ　宮城　穂波　安定した字形で堂々と書けて
おり、漢字と仮名もよく調和していて大変美しい。
� （森　　嶺雲）

月
倫
　
疋
田
　
彩
乃　

手
本
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
。

字
形
よ
く
安
定
し
た
運
筆
が
光
る
。�

（
江
口　

春
陽
）
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース

今
月
の
優
秀
作
品



基礎コース
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基礎コース

今
月
の
優
秀
作
品
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新
保
　
昭
子

猪
野
と
も
子

横
田
　
啓
子

小
倉
理
津
子

鹿
島
　
栄
子

中
村
　
紫
泉

ク
ラ
ウ
ザ
ー
章
悠

久
保
　
治
舟

写経研究室・つけペン
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つけペン・筆ペン

田口　裕子 芦村　玉葉

吉岡　恭子 大杉　マサ

杉山　葉月 阿部のりこ
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筆ペン・ボールペン

伊藤　綾子

鈴木　理桜

三村　莉杏


